
昭
和
初
期
、
意
外
な

人
物
が
天
龍
峡
を
訪
れ

て
い
る
。
哲
学
者
の
三

木
清
で
あ
る
。
三
木
が

来
峡
し
た
の
は
、
昭
和

四
年
と
翌
五
年
と
い
う

か
ら
、
彼
が
三
十
二
〜

三
十
三
才
頃
の
こ
と
で

あ
る
。

哲
学
者
三
木
清
（
一

八
九
七
〜
一
九
四
五
）

は
、
京
大
卒
業
後
ド
イ

ツ
へ
留
学
し
、
ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
の
影
響
を
強
く

受
け
た
。
帰
国
後
、
法

大
の
教
授
を
歴
任
。
始

め
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学

を
研
究
し
、
後
に
西
田

哲
学
に
接
近
し
た
と
い

う
。
太
平
洋
戦
争
末

期
、
反
戦
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
、
終
戦
後
ま
も
な

く
獄
死
し
た
。
主
著
に

『
唯
物
史
観
と
現
代
の

意
識
』『
哲
学
ノ
ー
ト
』

『
構
想
力
の
論
理
』
等

が
あ
る
。

そ
の
三
木
が
、
昭
和

四
年
三
月
、
仙
峡
閣
に

来
泊
し
た
。
滞
在
は
一

カ
月
に
も
及
ん
だ
ら
し

い
。
同
宿
で
は
龍
角
峰

に
面
す
る
閑
静
な
「
寿

の
間
」
を
好
み
、
そ
こ

で
思
索
と
執
筆
の
毎
日

を
お
く
っ
た
と
い
う
。

下
の
写
真
は
、
そ
ん

な
あ
る
日
を
写
し
て
い

る
。
場
所
は
、
仙
牀
盤

上
で
あ
る
。
早
春
の
陽

を
浴
び
て
、
盤
上
の
一

角
に
腰
を
据
え
た
洋
服

姿
の
三
木
と
、
和
服
姿

の
館
主
原
貞
造
が
写
っ

て
い
る
。

原
が
和
服
着
流
し
な

の
に
対
し
て
、
三
木
が

洋
服
で
正
装
し
て
い
る

こ
と
か
ら
察
す
る
と
、

こ
れ
は
三
木
が
帰
京
す

る
際
の
記
念
写
真
だ
ろ

う
か
。
そ
う
な
る
と
、

写
真
の
撮
影
日
は
三
月

末
日
と
思
わ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
三
木
が
四
月

二
日
に
書
い
た
「
昨
朝

無
事
帰
京
し
ま
し
た

…
」
と
い
う
仙
峡
閣
宛

礼
状
（
複
写
）
が
今
も

遺
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。そ

の
葉
書
に
は
、
続

け
て
「
…
私
は
今
度
左

記
へ
転
居
し
ま
す
。
東

京
市
外
杉
並
町
高
圓
寺

五
三
七
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
驚
く
こ
と
に
、

こ
の
葉
書
の
投
函
日

（
三
日
）
翌
々
日
の
五

日
に
、
三
木
は
那
須
皓

夫
妻
の
媒
酌
で
、
東
畑

喜
美
子
と
結
婚
し
て
い

る
。
転
居
先
は
二
人
の

新
居
で
あ
る
。

な
お
、
妻
喜
美
子
は

農
業
経
済
学
者
の
東
畑

精
一
博
士
の
妹
で
あ

る
。
氏
は
、
農
業
基
本

法
・
米
価
審
議
会
な
ど

戦
後
の
日
本
の
農
政
に

貢
献
し
、
文
化
勲
章
も

受
章
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、

三
木
は
独
身
生
活
の
最

後
を
天
龍
峡
で
過
ご
し

た
こ
と
に
な
る
。
年
齢

も
さ
し
て
違
わ
な
い
館

主
の
原
は
、
長
期
滞
在

し
た
三
木
と
か
な
り
親

し
く
な
り
、
右
の
こ
と

も
聞
き
知
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
う
し
た
写
真
を

撮
影
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

＊

二
回
目
の
来
遊
は
、

翌
五
年
二
月
で
あ
る
。

『
三
木
清
全
集
』（
岩
波

書
店
・
昭
和
六
十
一
年

刊
）
所
載
の
年
譜
に
よ

れ
ば
、
二
月
十
四
〜
十

六
日
の
三
日
に
わ
た

り
、
伊
那
で
講
演
し
た

記
述
が
あ
る
。
ま
た
、

『
上
伊
那
教
育
会
沿
革

誌
』（
上
伊
那
教
育
会
・

昭
和
五
十
二
年
刊
）
に

は
、
同
年
、
伊
那
富
小

学
校
（
現
辰
野
西
小
）

で
「
唯
物
弁
証
法
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
三

木
が
講
演
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
今
村
家
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
中

に
、
三
木
の
「
御
地
滞

在
中
は
い
ろ
い
ろ
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
今

朝
無
事
帰
京
し
ま
し

た
。
皆
さ
ま
へ
よ
ろ
し

く
。
御
発
展
を
祈
り
ま

す
。

二
月
十
七
日
」

と
い
う
仙
峡
閣
宛
礼
状

が
遺
さ
れ
て
い
る
。

両
者
を
総
合
す
る

と
、
三
木
は
上
伊
那
講

演
の
前
に
天
龍
峡
に
来

遊
し
、
仙
峡
閣
に
滞
在

し
た
と
考
え
る
べ
き
だ

ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
来

峡
と
来
泊
は
、
三
木
の

哲
学
的
思
索
を
深
め
る

に
足
る
も
の
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。

（
故
人
敬
称
略
）
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